
















学位記番号第 1 8 964 号
学位授与年月日 平成 16 年 6 月 28 日









本論は、中国語のアスペクト体系の再構築に向けて、 “了" “著" “過"という 3 つの文法アスペクトのマーカー
を中心に、それぞれの基本的機能を明らかにし、そのさまざまな機能・用法に対して一貫した説明を与えることを試
みるものである。
中国語のテンス・アスペクトの範鴫が初めて注目されたのは、 19 世紀になってからである。その後、家錦照 (1924) 、
呂叔湘 (1942・ 1944) 、王力 (1943-1944 ; 1944・ 1945) 、高名凱 (1948) などが中国語のアスペクト体系の骨格を




















“了"は、構文中において「動詞直後J と「文末」という 2 つの位置に置くことができ、しかもアスペクト機能な
どの時間的機能と、程度機能・モダリティ機能などの非時間的機能を持っている。従来の研究では、動詞直後の“了"
は「完成・完了」や「完結相 (perfective) J という機能を持つとし、 “了 1" や「アスペクト助詞の“了" J や「動
詞接尾辞の“了" J などの用語で呼んでいる。一方、文末の“了"は「変化・実現・新事態の発生」などの機能を持
っとし、 “了 2" や「語気助詞の“了" J などの用語で呼んでいる。このように、従来の研究は、 2 つの位置の“了"
を í2 つの同音同形異義語j とし、また“了"の非時間的機能については一切説明を与えてこなかったのである。
それに対し本論は、 2 つの位置の“了"を基本的機能を同じくする 1 つのマーカーと想定し、 “了"の機能を分析






































“過"は、 「完了」と「経験」を表すことができる。そのため、多くの先行研究は、 「完了」の“過" (“過 1" ) 
と「経験」の“過" (“過 2" )と、 “過"を 2 つのマーカーとして区別してきた。この点について、本論は“過"
のタクシス (taxis) 的意味・テンス的意味を検証した結果、 「完了」の“過"であるか「経験」の“過"であるかに
かかわらず、 “過"は基本的にパーフェクト (perfect) のテンス的意味を持ち、 「出来事パーフェクト J という機能
を担うことを明らかにした。そこで本論は“過"を「出来事ノミーフェクトのマーカーJ と定義した。




























読み解き、中国語の事象アスペクトを 6 種類に分けたのち、第 1 部では、従来「完了」あるいは「経験J をあらわす
マーカーとされてきた“過"の主要な機能が、「終結点通過J というアスペクト操作による「出来事ノfーフェクト」







第 3 ・ 4 部は、この論文の中心をなす部分であり、従来の研究では動詞直後の「完成・完了」をあらわす「アスペ








アスペクトと程度とモダリティーの 3 つに分けているが、これら 3 つの概念領域の分け方とその関係については、再
検討が必要だろうが、論旨に大きな影響を与えるものではない。
以上のように、本論文は博士(言語文化学)の学位請求論文として十分に価値あるものと認められる。
